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第
一
節

昭
和
学
院
の
揺
籃
期

一
、
教
職
は
天
職
な
り

本
学
院
創
立
者
伊
藤
友
作
先
生
は
、
明
治
十
四
年
三
月
二
十
二
日
、
千
葉
県
市
原
郡
菊
間
村
草
刈
（
現
・
市
原
市
草
刈
）
に

生
ま
れ
、
生
来
頭
の
良
い
、
学
問
好
き
な
と
こ
ろ
か
ら
、
教
育
者
と
し
て
生
き
よ
う
と
決
意
し
、
明
治
三
十
八
年
三
月
千
葉
師

範
学
校
を
卒
業
後
小
学
校
訓
導
に
就
任
し
、
そ
の
後
市
原
高
等
女
学
校
、
銚
子
商
業
学
校
、
松
戸
高
等
女
学
校
、
千
葉
商
業
学

校
な
ど
公
立
学
校
を
歴
任
、
二
十
八
年
間
に
亘
り
全
力
を
教
育
に
傾
注
さ
れ
た
。
そ
の
勤
務
ぶ
り
は
他
の
模
範
で
、
勉
強
家
で

あ
っ
た
先
生
は
、
公
務
の
余
暇
に
日
本
大
学
高
等
師
範
部
に
学
び
、
文
検
教
育
科
に
合
格
さ
れ
た
。
だ
が
、
千
葉
商
業
学
校
長

を
最
後
に
、
昭
和
八
年
三
月
退
職
さ
れ
た
。
教
職
を
自
己
の
天
職
と
信
じ
て
お
ら
れ
た
先
生
に
は
、
そ
の
退
職
は
な
お
自
己
の

宿
願
を
全
う
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
悔
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
時
代
、
多
く
の
老
人
は
職
を
退
き
隠
居
し
て
余
世
を
送
る
べ
き
六
十
歳
に
し
て
、
自
己
の
教
育
理
念
を
実
践
す
る
た
め

私
学
設
立
を
計
画
さ
れ
、
昭
和
十
五
年
一
月
二
十
三
日
、
昭
和
女
子
商
業
学
校
を
設
立
さ
れ
た
。
誠
に
偉
大
な
こ
と
で
あ
る
。

戦
時
体
制
下
に
あ
っ
た
当
時
は
、
女
子
に
職
業
教
育
を
施
し
、
男
子
と
共
に
国
家
社
会
の
為
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
要
請
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
先
生
は
永
年
に
亘
る
公
立
学
校
で
の
商
業
教
育
及
び
女
子
教
育
の
体
験
を
活
か
し
、
女
子
の
社



会
的
地
位
の
向
上
を
図
り
、
理
想
的
な
教
育
を
施
そ
う
と
女
子
商
業
学
校
を
設
立
さ
れ
た
。

二
、
昭
和
女
子
商
業
学
校
の
誕
生

開
設
に
あ
た
っ
て
一
つ
の
重
要
な
問
題
は
、
校
地
の
選
定
で
あ
っ
た
。
学
校
の
敷
地
と
し
て
は
、
相
当
広
大
で
将
来
拡
張
の

余
地
が
あ
り
、
し
か
も
地
の
利
を
得
る
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
現
在
の
こ
の
菅
野
の
地
に
決
め
ら

れ
た
が
、
今
か
ら
考
え
れ
ば
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
現
在
地
は
東
京
と
千
葉
の
接
点
に
あ
た
り
、
交
通
の
便
も
よ

く
緑
豊
か
な
住
宅
地
で
、
学
園
に
好
適
な
場
所
で
あ
る
。

学
校
設
置
の
母
体
で
あ
る
財
団
法
人
の
設
立
と
、
学
校
設
立
認
可
申
請
書
類
は
、
全
部
伊
藤
友
作
先
生
自
ら
作
成
さ
れ
、
県

や
文
部
省
へ
奔
走
さ
れ
、
そ
の
御
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
書
類
は
、
昭
和
十
四
年
八
月
二
十
三
日

付
で
、
文
部
大
臣
宛
で
市
川
市
役
所
を
経
て
千
葉
県
へ
提
出
さ
れ
、
文
部
省
に
進
達
さ
れ
た
。
文
部
省
で
の
厳
密
な
審
査
の
結

果
、
漸
く
翌
十
五
年
一
月
二
十
三
日
付
で
時
の
文
部
大
臣
松
浦
鎮
次
郎
氏
の
名
で
、
財
団
法
人
及
び
学
校
設
置
を
認
可
さ
れ
、

又
同
日
付
で
伊
藤
友
作
先
生
を
校
長
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。
こ
こ
に
本
学
院
の
前
身
で
あ
る
昭
和
女
子
商
業
学
校
が
誕
生
し
た
。

三
、
昭
和
女
子
商
業
学
校
の
学
則

１
、
目

的

実
業
学
校
令
及
び
商
業
学
校
規
程
に
よ
り
、
女
子
に
必
要
な
商
業
教
育
を
授
け
る
と
共
に
、
家
庭
の
人
と
し
て
婦
徳
を
実
践
し
得

昭和学院及び中学校・高等学校



る
中
堅
婦
人
を
養
成
す
る
。

２
、
教
育
方
針

⑴

忠
孝
両
全
の
国
民
を
養
成
す
る
こ
と
。

⑵

実
用
主
義
の
教
育
を
第
一
義
と
す
る
こ
と
。

⑶

明
敏
に
し
て
謙
譲
な
る
人
物
を
養
成
す
る
こ
と
。

⑷

強
健
な
る
身
体
を
作
る
教
育
を
な
す
こ
と
。

３
、
修
業
年
限

四
年

４
、
入
学
資
格

第
一
学
年
は
、
尋
常
小
学
校
卒
業
者
又
は
年
令
十
二
年
以
上
で
、
之
と
同
等
以
上
の
学
力
あ
る
者
。
第
二
学
年
以
上
は
相
当
年
令

に
達
し
、
相
当
の
学
力
あ
る
者
。

四
、
感
激
の
日

第
一
回
入
学
式

設
立
認
可
と
同
時
に
、
予
め
用
意
し
た
入
学
案
内
を
広
く
付
近
の
小
学
校
に
発
送
し
た
上
、
校
長
自
ら
各
小
学
校
に
足
を
運

び
、
入
学
生
の
推
薦
を
懇
請
し
た
。
入
学
考
査
は
、
二
月
四
日
（
日
）
と
三
月
四
日
（
日
）
の
両
日
に
亘
っ
て
行
わ
れ
た
。
募

集
人
員
一
五
〇
名
に
対
し
、
三
六
二
名
も
の
志
願
者
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
な
お
、
校
舎
新
築
中
の
た
め
、
入
学
考
査
場
に

は
、
近
く
の
市
川
市
立
八
幡
小
学
校
を
借
用
し
た
。

創立当時の伊藤友作先生



こ
う
し
て
、
昭
和
十
五
年
四
月
一
日
に
開
校
、
八
日
、
木
の
香
芳
し
い
新
校
舎
に
入
学
生
を
迎
え
、
晴
れ
の
第
一
回
入
学
式

を
挙
行
し
た
。
式
に
は
、
多
数
の
来
賓
を
は
じ
め
、
入
学
生
の
父
兄
母
姉
が
参
列
し
て
、
盛
大
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
こ
に
昭
和
学
院
の
歴
史
が
は
じ
ま
っ
た
。

五
、
木
の
香
の
薫
る
学
び
舎
の
落
成
式

昭
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日
、
第
四
期
校
舎
新
築
工
事
が
竣
工
し
た
と
こ
ろ
で
、
同
年
十
一
月
十
四
日
昭
和
女
子
商
業
学
校

校
舎
の
晴
れ
の
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

伊
藤
学
校
長
挨
拶

顧
み
れ
ば
本
校
創
設
以
来
茲
に
三
年
有
半
、
創
設
当
時
は
支
那
事
変

の
真
最
中
で
あ
り
、
其
の
後
大
東
亜
戦
争
に
進
展
今
や
其
の
決
戦
段
階

に
あ
り
ま
す
。
此
の
未
曾
有
の
非
常
時
局
に
鑑
み
、
関
係
各
位
を
招
待

す
る
挙
式
は
未
だ
致
さ
ず
以
て
今
日
に
到
り
ま
し
た
。
而
し
て
本
年
三

月
第
四
期
新
築
工
事
落
成
を
告
げ
、
予
定
の
延
坪
千
百
坪
の
校
舎
の
完

成
を
見
ま
し
た
が
、
時
局
の
進
展
に
伴
い
物
資
愈
々
欠
乏
、
其
の
完
成

に
は
苦
心
惨
憺
言
語
に
尽
し
得
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
か
か
る
時
局

昭和女子商業学校校旗
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に
際
し
予
定
の
新
築
工
事
を
終
了
せ
し
こ
と
は
偏
に
文
部
省
当
局
本
県
当
局
の
御
指
導
と
、
父
兄
並
び
に
其
の
他
の
方
々
の
御

後
援
の
賜
で
洵
に
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
尚
父
兄
各
位
に
は
、
新
設
の
本
校
に
最
愛
の
子
女
を
御
送
り
下
さ
れ
、
感
銘
措
く
能

は
ざ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
時
局
は
愈
々
進
展
し
て
何
時
平
和
克
復
を
見
る
や
計
り
難
く
あ
り
ま
す
が
、
本
校
創
設
乃
至
校
舎

新
築
に
多
大
の
関
係
あ
る
各
位
に
対
し
、
此
の
機
会
に
感
謝
の
微
意
を
表
す
る
は
極
め
て
必
要
の
こ
と
ゝ
思
い
、
茲
に
聊
か
新

築
落
成
式
を
挙
げ
一
言
御
挨
拶
を
申
し
述
べ
、
併
せ
て
倍
旧
の
御
指
導
御
後
援
を
懇
願
致
す
と
共
に
、
職
員
生
徒
一
同
及
ば
ず

な
が
ら
粉
骨
砕
身
一
段
の
奮
励
を
以
て
、
御
厚
志
の
万
一
に
報
い
ん
こ
と
を
期
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

落
成
式
祝
歌

こ
の
祝
歌
の
歌
詞
は
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
四
年
三
月
に
女
子
商
業
学
校
が
廃
止
さ
れ
、
新
学
制
の
全
面
的
な
実

施
に
伴
い
、
本
学
院
校
歌
と
定
め
ら
れ
、
そ
の
歌
詞
の
一
節
「
木
の
香
の
か
お
る
」
を
「
昭
和
と
名
の
る
」
と
改
め
た
。
さ
ら

に
、
昭
和
四
十
年
十
月
、
創
立
二
十
五
周
年
記
念
式
典
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
そ
の
歌
詞
の
一
節
「
創
設
浅
く
」
を
「
理
想
は

高
く
」
と
改
め
、
ま
た
平
成
十
五
年
四
月
男
女
共
学
を
機
に
「
少
女
子
ら
」
を
「
若
人
の
」
に
改
め
て
、
現
在
な
お
歌
い
継
が

れ
て
い
る
。

校
歌
は
校
旗
と
と
も
に
、
学
校
の
象
徴
で
あ
り
、
生
徒
の
愛
校
心
を
育
て
る
上
で
、
そ
の
果
す
役
割
は
大
き
い
。
軽
快
な
、

明
る
い
感
じ
の
曲
で
校
訓
の
「
明
敏
謙
譲
」
の
こ
こ
ろ
を
歌
い
あ
げ
て
い
る
。



落
成
式
祝
歌

作
詩

伊

藤

一

郎

作
曲

坂

本

通

弘

一
、
言
の
葉
伝
ふ

真
間
川
の

流
れ
た
ゆ
と
う

菅
野
辺
に

緑
さ
や
け
く

萌
え
出
で
て

気
高
く
か
お
る

若
草
の

我
が
学
舎
ぞ

き
よ
ら
け
き

二
、
明
け
行
く
空
に

富
士
の
嶺
の

紅
匂
う

朝
霞

歴
史
を
秘
め
て

松
千
と
せ

夕
映
え
清
く

風
渡
る

我
が
学
舎
ぞ

う
る
わ
し
き

三
、
創
設
浅
く

学
深
し

真
理
尋
ね
て

少
女
子
ら

木
の
香
の
か
お
る

こ
の
窓
に

月
の
桂
も

手
折
ら
な
ん

我
が
学
舎
ぞ

彌

栄
ゆ
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第
二
節

高
等
教
育
へ
の
出
発

一
、
新
学
制
へ
の
移
行

昭
和
学
院
中
学
校
開
設

戦
後
の
新
教
育
制
度
の
下
で
、
本
校
で
も
昭
和
二
十
二
年
五
月
十
七
日
、
昭
和
学
院
中
学
校
と
し
て
新
制
中
学
校
の
設
置
が

認
可
さ
れ
、
同
日
開
校
さ
れ
た
。

当
時
は
、
戦
災
の
廃
墟
か
ら
や
っ
と
復
興
の
き
ざ
し
が
見
え
は
じ
め
た
頃
で
、
公
立
の
中
学
校
に
お
い
て
は
校
舎
は
狭
少
で

施
設
、
設
備
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
本
校
は
、
校
舎
も
整
い
、
施
設
、
設
備
に
恵
ま
れ
て
い
た
た
め
、
本
校
へ
の

入
学
志
願
者
が
非
常
に
多
く
、
入
学
は
狭
き
門
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各
小
学
校
で
は
優
秀
な
卒
業
生
を
送
り
込
ん
で
き
た
。

従
っ
て
入
学
で
き
た
者
に
は
品
行
方
正
・
学
業
成
績
優
秀
な
る
生
徒
が
多
く
、
相
当
に
程
度
の
高
い
学
校
と
な
っ
た
。
こ
う
し

て
見
通
し
の
明
る
い
開
校
と
な
っ
た
。

昭
和
学
院
中
学
校
の
開
設
に
伴
っ
て
、
従
前
の
昭
和
女
子
商
業
学
校
の
一
、
二
、
三
年
生
徒
は
、
中
学
校
の
一
、
二
、
三
年

に
移
行
し
た
。
過
渡
期
と
し
て
、
昭
和
女
子
商
業
学
校
は
四
年
生
徒
を
残
す
だ
け
と
な
っ
た
。
な
お
、
六
・
三
制
に
よ
る
学
制



の
改
革
、
入
学
者
数
の
増
加
は
、
戦
後
に
お
け
る
私
学
発
展
の
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

昭
和
学
院
高
等
学
校
開
設

さ
ら
に
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
に
は
昭
和
学
院
高
等
学
校
が
開
設
さ
れ
た
。
高
等
学
校
に
は
、
当
初
、
普
通
、
商
業
、
家
庭

の
三
課
程
を
置
い
た
が
、
昭
和
三
十
一
年
度
に
家
庭
科
を
廃
止
し
、
平
成
六
年
度
に
は
商
業
科
を
廃
止
し
普
通
科
の
み
と
な
っ

た
。

二
、
風
雪
越
え
て
薫
る
こ
の
日

さ
ら
に
昭
和
二
十
五
年
小
学
校
、
短
期
大
学
が
開
設
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
、
創
立
十
周
年
の
式
典
が
、

多
数
の
来
賓
、
父
兄
の
参
列
の
も
と
に
、
十
年
の
短
期
間
の
う
ち
に
小
学
校
か
ら
短
期
大
学
へ
の
一
貫
教
育
の
学
校
体
系
が
整

っ
た
と
い
う
、
本
学
院
の
驚
異
的
な
発
展
を
祝
福
し
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
晴
天
の
も
と
に
挙
行
さ
れ
た
式
典
、
展
覧
会
、

学
芸
会
は
記
念
行
事
に
ふ
さ
わ
し
く
誠
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
本
学
院
関
係
者
は
こ
の
総
合
学
園
に
よ
っ
て
更
に
地
域

社
会
の
文
化
の
向
上
発
展
の
た
め
に
、
一
段
と
教
育
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

昭和学院及び中学校・高等学校


